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安全データシート(ＳＤＳ) 

 作成日 2016年 03月 23日 
 改訂日 2015年 06月 09日 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【1.化学品及び会社情報】 

 製品の名称  ：小型自動消火装置用泡(ＣＭＦＴ) 

 会社名  ：モリタ宮田工業株式会社(茅ヶ崎工場) 

 住所  ：神奈川県茅ヶ崎市下町屋1-1-1 

 電話番号  ：0467-85-1213 

 ＦＡＸ番号  ：0467-87-3584 

 緊急連絡番号  ：0467-85-1273 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【2.危険有害性の要約】 

 ＧＨＳ分類 

    物理化学的危険性   ：情報なし 

 健康に対する有害性  ：急性毒性(経口)   区分外 

    ：急性毒性(吸入／粉塵)   区分外 

    ：皮膚腐食性／刺激性   区分外 

              ：眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性   区分1 

    ：生殖細胞変異原性   区分1Ｂ 

    ：生殖毒性   区分1Ａ 

    ：特定標的臓器毒性(単回ばく露)   区分2 

     (呼吸器系、心臓、腎臓、中枢神経系) 

    ：特定標的臓器毒性(反復ばく露)   区分2 

     (呼吸器系、心臓、肝臓、中枢神経系) 

 環境に対する有害性  ：水生環境有害性(急性)   区分3 

    ：水生環境有害性(慢性)   区分3 

 ※上記で記載が無いものは、分類できない／分類対象外 

 

 ＧＨＳラベル要素 

  絵又はシンボル  ：  

         

 注意喚起語  ：危険 
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 危険有害性情報    ：重篤な眼の損傷  

   ：遺伝性疾患のおそれ 

   ：生殖能又は胎児への悪影響のおそれ 

   ：呼吸器系、心臓、腎臓、中枢神経系の障害のおそれ 

   ：長期にわたる／反復ばく露による臓器 

    (呼吸器系、心臓、肝臓、中枢神経系)の障害のおそれ 

   ：水生生物に有害 

   ：長期的影響により水生生物に有害 

 注意書き (予防策)  ：保護眼鏡／保護面を着用する。 

   ：使用前に本ＳＤＳを入手する。 

   ：本ＳＤＳを読み理解するまで取り扱わない。 

   ：指定された個人用保護具を使用する。 

   ：煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しない。 

   ：取扱い後は、取扱物質と接触した身体の各部位をよく 

    洗う。 

   ：本製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしない。 

   ：環境への放出を避ける。 

  (対応)   ：眼に入った場合、水で数分間注意深く洗う。 

   ：コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は 

    外し、その後も洗浄を続ける。 

    ：直ちに医師に連絡する。  

    ：吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢

     で休息させる。 

    ：ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師の診断／手当を 

   受ける。 

  ：ばく露した場合／気分が悪い時は医師に連絡する。 

  (保管)  ：施錠して保管する。 

  (廃棄)  ：内容物や容器等の、製品付着物は関係法令に従って廃棄 

     する。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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【3.組成及び成分情報】 

  単一の化学物質／混合物の区別：混合物 

  成分及び含有量 

内容成分 

(化学名又は、慣用名) 

含有量 

〔ｗｔ％〕 

化学特性 

（化学式） 
ＣＡＳ Ｎｏ． ＰＲＴＲ法 

腐食抑制剤 1％未満 企業秘密 あり 対象外 

特殊フッ素系界面活性剤 1～10％ 企業秘密 あり 対象外 

  ※ＰＦＯＳ不使用 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【4.応急措置】 

 下記の応急措置を施すとともに、直ちに医師に連絡を取りその指示に従う。 

 吸入した場合  ：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息 

   させる。 

   ：微温水で鼻腔を洗い、うがいする。 

 皮膚に付着した場合  ：多量の水と石けんで洗う。  

 眼に入った場合  ：水で数分間注意深く洗う。 

   ：コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は 

    外し、洗浄する。 

 飲み込んだ場合    ：被害者の意識がある場合、水で口の中を洗浄する。 

   ：被害者の意識がない場合、直ちに医師に連絡を取り 

  ：  その指示に従う。 

 応急措置をする者の保護  ：救助者が有害物質に触れないよう、適切な保護具 

   ：(【8.ばく露防止及び保護措置】の項参照)を着用する。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【5.火災時の措置】 

 消火剤  ：不燃性である。 

 特定の消火方法  ：製品(消火剤)は不燃性である。 

   ：火災にばく露されている容器等及び周辺に散水して 

   ：冷却する。  

   ：火災発生場所の周囲にロープを張る等して、関係者 

    以外の立ち入りを禁止する。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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【6.漏出時の措置】 

  人体に対する注意事項  ：作業者は必ず保護具(【8.ばく露防止及び保護措置】の項 

    参照)を着用する。 

   ：屋内の場合、処理が終わるまで十分な換気を行う。 

   ：漏出した場所の周囲にはロープを張る等して、関係者 

    以外の立ち入りを禁止する。 

 環境に対する注意事項   ：漏出液が河川／公共水路等に流れ込むのを防止する。 

 除去方法(回収／廃棄)  ：漏出液を密閉可能な容器にできる限り集める。 

   ：残留液は土、砂等に吸着させて密閉可能な容器に 

   ：回収する。 

  ：【13.廃棄上の注意】の項目に従って廃棄する。 

 二次災害の防止  ：漏出した場所の周辺には、関係者以外の立ち入りを 

   ：禁止する。 

   ：万一河川／公共水路等に入った場合、直ちに地方自治体 

    の公害担当者に連絡する。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【7.取扱い及び保管上の注意】 

 取扱い上の注意事項  ：容器は注意して取扱い、開ける。 

     ：本製品の使用時に飲食／喫煙をしない。 

     ：皮膚との接触を避ける。 

     ：眼との接触を避ける。 

     ：煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しない。 

   ：使用前にＳＤＳを入手する。 

   ：本ＳＤＳを読み理解するまで取扱わない。 

   ：屋外又は換気のよい場所でのみ使用する。 

   ：保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用する。 

     ：すべての汚染された衣類は直ちに脱ぐ。 

    ：皮膚と接触した場合は、直ちに多量の水又は石けん水で 

    洗う。 

   ：容器／梱包袋を転倒させる／衝撃を加える／引きずる等 

    の乱暴な取扱いをしてはならない。 

  ：手洗い／洗顔等の設備を設け、取扱い後に十分にうがい 

  ：や手洗いを行う。 

   ：取扱い場所の近くにシャワー／手洗い／洗顔設備等 

  ：  を設け、その位置を表示する。 
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保管上の注意事項  

   保管条件  ：使用温度範囲内の場所に密閉した容器で保管し、 

    ：水や他の薬剤と混合しない。 

   安全な容器梱包材料  ：製品容器及び該当消火器   

      ：推奨：ステンレス、プラスチック、ガラス、 

    ：ライニング缶等防錆製の密閉容器  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【8.ばく露防止及び保護措置】 

  ばく露軽減設備対策  ：効率のよい局所排気装置の使用で十分である。 

  保護具 (呼吸器)  ：簡易マスク 

   (手)  ：保護手袋(ビニール製／ゴム製) 

   (眼)  ：保護眼鏡(ゴーグル型／保護面) 

  (皮膚／身体)  ：保護服(帯電防止型長袖／長ズボン) 

     ：保護靴(帯電防止型)  

  適切な衛生対策  ：保護具は清潔な一定の場所に保管し、有効期限が切れた 

      ものは使用しない。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【9.物理的及び化学的性質】 

  物理的状態 

   形状       ：淡黄色液体 

   臭気      ：特異臭 

  ｐＨ   ：7.00(20℃) 

   密度(比重)   ：1.020(20℃)  

   凝固点      ：0℃以下 

   引火点      ：不燃性 

   発火点      ：不燃性 

   初留点と沸点範囲       ：データなし 

  燃焼又は爆発範囲の上限／下限 ：不燃性 

   物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 

             ：データなし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【10.安定性及び反応性】 

  安定性 ：常温における取扱い条件では、安定である。 

  混触危険物質 ：情報なし 

  避けるべき条件 ：凍結 

  危険有害な分解生成物 ：情報なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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【11.有害性情報】 

   本製品のデータが無いため、ＧＨＳ文書における混合物の成分に基づく混合物の分類 

(加算式／加成性の理論／カットオフ値)を適用し、健康に対する有害性を算出した。 

 

 急性毒性（経口）     ：分類に加算式を適用し区分外 

 急性毒性（吸入／粉塵）    ：本品は粉塵でないため区分外 

 皮膚腐食性／刺激性    ：分類にカットオフ値を適用し区分外 

 目に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ：分類にカットオフ値を適用し区分1 

 生殖細胞変異原性  ：分類にカットオフ値を適用し区分1Ｂ 

 生殖毒性     ：分類にカットオフ値を適用し区分1Ａ 

 特定標的臓器毒性（単回ばく露） ：分類にカットオフ値を適用し区分2 

     (呼吸器系、心臓、腎臓、中枢神経系） 

 特定標的臓器毒性（反復ばく露） ：分類にカットオフ値を適用し区分2 

     (呼吸器系、心臓、肝臓、中枢神経系) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【12.環境影響情報】 

 水生環境有害性(急性)  ：分類に加算式を適用し区分3 

 水生環境有害性(慢性)   ：分類に加算式を適用し区分3 

 残留性／分解性 ＢＯＤ   ：情報なし 

 残留性／分解性 ＣＯＤ  ：情報なし 

 生体蓄積性   ：情報なし 

 土壌中の移動性   ：情報なし 

 環境への影響   ：情報なし 

 オゾン層への有害性   ：情報なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【13.廃棄上の注意】 

  安全で環境上望ましい廃棄の方法 

   ・該当法規に従って廃棄物処理を行うこと。(国、都道府県ならびに地方の法規条例に 

従うこと。大気汚染防止法、廃掃法、ダイオキシン類対策特別措置法及び都道府県 

市町村条例に基づき処理すること。) 

・産業廃棄物処理業者と委託契約を結び、廃棄物の内容を明確にし、処理を委託すること。 

容器及び包装の適切な処理方法 

  ・空容器や包装材を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後に処理すること。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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【14.輸送上の注意】 

  輸送に関する国際規制によるコード及び分類 

  国連分類及び国連番号 ：該当なし 

 

 容器に漏れのないことを確かめ、転倒／落下／損傷のないように積み込み、荷崩れ防止を 

確実に行う。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【15.適用法令】 

  主な適用法令は以下の通りである。 

  消防法 ：該当なし 

  毒物及び劇物取締法 ：該当なし 

  労働安全衛生法 ：該当なし 

  化学物質排出把握管理促進法 ：該当なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【16.その他の情報】 

 参考文献 

  ・国連ＧＨＳ文章改訂第5版 経済産業省ＨＰ 

  ・化管法安衛法におけるラベル表示ＳＤＳ提供制度 厚生労働省ＨＰ 

  ・ＧＨＳ分類結果データベース 独立行政法人製品評価技術基盤機構ＨＰ 

  ・ＧＨＳモデルＭＳＤＳ情報 中央労働災害防止協会安全衛生情報センターＨＰ 

  ・ＧＨＳ Ｑ＆Ａ実務者のためのガイドブック 化学工業日報社 

  記載内容に関するお問い合わせ先 

 会社名 ：モリタ宮田工業株式会社 

 担当部門 ：生産統括本部 技術部 薬剤課 

 電話番号 ：0467-85-1213 

 ＦＡＸ番号 ：0467-87-3584 

作成年月日及び改訂情報 

 作成日 ：2016年 03月 23日 

 改訂日 ：0000年 00月 00日 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

・ 本ＳＤＳに記載された含有量、物理的及び化学的性質／有害性情報／環境影響情報等の値は、保証値では 

 ありません。 

・ 記載内容については、現時点で入手した情報及び資料に基づいて作成しておりますが、記載のデータ及び 

 評価については必ずしも十分ではありませんので取扱いには注意してください。 

なお、注意事項等については通常の取扱いを対象にしたものですので、特別な取扱いをする場合には、 

さらに用途／用法に適した安全対策を実施し、取扱い願います。 

・本ＳＤＳの改訂版を受領した場合には、旧ＳＤＳ、ＭＳＤＳを廃棄くださるようお願いします。 


